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松井ら：そば中間母本農�号

�．　緒　　言

　普通ソバは自家不和合性に起因する他殖性作物で，

花形にはめしべの長さがおしべの長さより短い短花

柱花とめしべの長さがおしべの長さより長い長花柱

花の 2種類が存在する。受精はこの異なる花形の個 

体間でのみ可能である。他殖性植物は集団内に遺伝

的多様性を多く保持しているので，環境の変化に適

応しやすい。しかし，人為的によく管理された農業

生態系では，作物は均一な農業特性を持っている方

が有利である。また，品種育成においては，他殖性

植物は有用形質の固定に多くの時間を必要とする。

　近年，普通ソバに近縁の自殖性野生種（��������	


����������	�）が発見され 10），この種と普通ソバと

の種間雑種作出が行われている 1， 3， 12）。著者らも，九

州地域に適する自殖性品種を育成する目的で種間雑

種を作出し 6， 11），さらに進めて自殖性の「そば中間

母本農 1号」を育成した。本論文では「そば中間母

本農 1号」の育成経過とその特性について報告する。

　「そば中間母本農1号」の育成従事者は手塚隆久，松

井勝弘，原貴洋および森下敏和の 4人である（付表）。

本品種の育成のとりまとめでご指導・ご助言をいた

だいた歴代の旧作物機能開発部長の氏原和人博士，

松井重雄博士および杉本明博士に感謝の意を表する。

さらに，育成地の圃場試験では豊民誠之氏，野口正

樹氏，三池勝二氏，霍本順也氏，浅井優助氏，有田

俊春氏および橋本邦博氏の各技術専門職員ならびに

旧暖地特産作物研究室の非常勤職員各位に圃場管理

および調査等で尽力して頂いた。ここに心から厚く

感謝する。

�．来歴および育成経過

　�．����������	�は中国雲南省などに自生している

ソバ近縁野生種である 10）。花形はおしべとめしべが

共に長い長等花柱花型で自殖性を示し，その自殖性

は 1遺伝子によって支配されている 6， 12）。この近縁野

生種は極晩生であり，種子も小さく，子実脱落性（離

層形成による脱粒性）などの不良特性を保持してお

り，母本としての使用には適さなかったため，不良

特性を除去した系統を開発するために1998年 4月九

州農業試験場（現九州沖縄農業研究センター）にお

いて，夏型品種の「牡丹そば」（短花柱花）を母本，

中国雲南省永勝（Yongsheng）で自生していた���

����������	� （京大収集番号 C9255）を父本にして

��

��������	
��
����������
���

松井勝弘1）・手塚隆久 1）・原　貴洋 2）・森下敏和 3）

（2007 年 5 月 30 日　受理）

要　　　　旨

　「そば中間母本農 1号」は夏型品種の「牡丹そば」に普通ソバの近縁自殖性野生種��������	

����������	�を交配し，その後「牡丹そば」を戻し交配して選抜育成された自殖性の普通ソバであ
る。「そば中間母本農 1号」の花はおしべとめしべの長さがほぼ等しい花形をしており，この花形か
ら自殖性が識別できる。「そば中間母本農 1号」は�．����������	�由来の子実脱落性対立遺伝子を
除去してあるため，普通ソバと交配した後代でも子実が脱落することはない。「そば中間母本農 1号」
の種子の大きさは「牡丹そば」並みである。生育は旺盛でないが，自殖性の育種素材として利用で
きる。
　キーワード：自家不和合性，自殖性，子実脱落性，種間雑種，中間母本。
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人工交配を行った。F1は胚培養を経て人工気象室内

で養成して自殖種子を得た。2000 年春 F2個体を圃場

で栽培し，花形をもとにして自殖性の選抜を行った。

以後系統育種法により自殖性の固定を進めた。2001

年秋 F4世代において自殖性遺伝子がホモ型である系

統を「牡丹そば」に戻し交配した。B1F2世代以降は

自殖性と子実脱落性の分離が認められたので，系統

育種法によって自殖性と子実非脱落性などについて

選抜した結果，自殖性で子実非脱落性の特性を備え

た系統が得られたので，2004年春B1F7世代で系統「九

系 SC3」とした。以後，系統育種法により選抜固定

を図り，2005 年諸特性が固定したことを確認したの

で選抜を完了し，「九州 PL4 号」と命名した。2005

年秋は B1F11世代である。2006 年にこの系統は「そば

中間母本農 1号」として育成を完了した。この系統

の系譜を第 1図に示した。

�．主要特性

1．自殖性

　「そば中間母本農 1号」は他殖性品種と比べて自殖

種子を多く結実し，自殖稔性が高かった（第 1表）。 

しかし，それぞれの花で自家受粉しているにもかか

わらず開花数に対する結実粒数が少なく，「そば中間

母本農 1号」の結実率は改良されていなかった。 

　「そば中間母本農 1号」の自殖性は�．����������	�

に由来する1遺伝子により支配されており，自家不和

合性を支配する�遺伝子座の複対立遺伝子の 1つで

ある 12）。普通ソバの長花柱花個体の遺伝子型は��で

あり，短花柱花は��のヘテロ型であるが，自殖性の

対立遺伝子は�� と名付けられ 12），�� は対立遺伝子�

に対して優性であり，対立遺伝子�に対して劣性であ

る 12）。このため，普通ソバの長花柱花個体を母本に，

「そば中間母本農 1号」を父本にして交配した F1は

すべての遺伝子型が���となり，自殖性を示す（第 2

表）。さらに，F2では自殖性個体と他殖性の長花柱花

個体が 3：1で分離する（第 3表）。長等花柱花個体

の花粉は短花柱花個体の雌しべに対しては通常不和

合性反応を示すが，まれに交雑種子が得られる 4）。一

方，長等花柱花個体のめしべを母本にして普通ソバ

を交配すると，長花柱花の花粉に対しては不和合性

であり，短花柱花の花粉に対しては和合性を示す 6）。

　自殖性は花形と一致し，自殖性個体はおしべとめ

しべの長さがほぼ等しい長等花柱花である 4）。この花

柱性の表現型は自殖性選抜標識として利用できる。

　「そば中間母本農1号」を花粉親に用いる際には，短

花柱花より長花柱花を母本として用いると雑種種子

が得られやすい 6）。また，「そば中間母本農 1号」は

他殖性の普通ソバとも容易に交配するため，ソバ栽

培地域での本品種の維持増殖および既存の他殖性品

種を遺伝的に汚染しないためにも本品種の隔離栽培

が必要である。
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第 1表　「そば中間母本農 1号」と普通ソバ品種の袋かけ栽培の自殖稔性

　　　　　　注 1) 自殖稔性：結実数／開花数．

第 1図　「そば中間母本農 1号」の系譜
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2．子実脱落性

　普通ソバは成熟が進むと脱粒しやすく，減収の一

因となっている 2）。普通ソバの脱粒は果柄が弱いた 

めに切れて子実が落下する 9）が，����������	
���の

脱粒は果柄と子実の基部に離層が形成され，その部

位において器官脱離が生じる。そこで，普通ソバで

一般に生じる果柄が切れて子実が落下する脱粒性と

区別するために，先に述べたように離層形成による

子実の落下を子実脱落性と呼ぶこととする。

　自殖性ソバ系統の育成過程において，子実脱落性

を示さない自殖性系統（以下子実非脱落性と呼ぶ）

「九系 SC2」に普通ソバを交配するとほとんどの F1 

個体が子実脱落性を示したので（第 4表），育成され

た自殖性系統を用いて遺伝解析を行った。そして，

子実脱落性は少なくとも 2つの独立遺伝する遺伝子

（����と����）に支配され，そのどちらか一方の遺

伝子座が劣性ホモになると子実非脱落性を示すこと

が明らかになった 5）。さらに，�����遺伝子座は自家 

不和合性を決定する�遺伝子座と連鎖していること

が明らかになった 5，13）。

　「そ ば 中 間 母 本 農 1号」は 組 換 え に よ り���

����������	�由来の自殖性対立遺伝子���を持ちなが

ら子実非脱落性対立遺伝子����を保有する子実非脱

落性品種である。「そば中間母本農 1号」は普通ソバ

と交配した場合でも，F1およびそれを自殖して得ら

れた後代で子実非脱落性を示す（第 4表，第 5表）。

「そば中間母本農 1号」は子実非脱落性であるが，

普通ソバが元来保有する果柄が切れる脱粒性は改善

されていない。

3．一般農業特性

　「そば中間母本農 1号」の成熟期は「牡丹そば」よ

りも遅く，「常陸秋そば」よりもやや早い中間型に属

すると考えられる（第 6表）。草丈や分枝数，花房数

などは「牡丹そば」や「常陸秋そば」より劣り，生

育は旺盛でない（第 2図，第 6表）。耐倒伏性は著し

く弱い。種子の果皮色は黒である（第 2図）。種子の

大きさは「牡丹そば」と同じ程度で，容積重は「牡

丹そば」より軽い（第 2図，第 6表）。製粉歩留まり

は「牡丹そば」や「常陸秋そば」よりも劣るが，粉

色はやや濃い緑色である（第 7表）。

�．考　　察

　「そば中間母本農 1号」は生育が悪く，耐倒伏性も

弱い。生育が劣ることから収量は低いと推測される。

従って，「そば中間母本農 1号」は栽培品種としてで

はなく，中間母本としての利用が考えられる。　生育

の脆弱性は他殖性を自殖性に改変したために自殖弱

��

第 2表　普通ソバ（長花柱花）と「そば中間母本農 1号」の交配による F1の花型

第 3表　普通ソバ（長花柱花）と「そば中間母本農 1号」の交配による F2の花型と自殖稔性の分離
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第 4表　普通ソバと自殖性系統の交配による F1の子実脱落性

注 1)　九系 SC2：非脱落性の自殖性系統で普通そばと交配すると脱落性を示す場合がある。推定遺伝子型は����������������

第 5表　普通ソバと自殖性系統の交配による F2の子実脱落性

第 2図　「そば中間母本農 1号」の草型および種子の形態　A. 成熟期における植物体　B. 子実
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勢が働いたことや野生種由来の劣悪形質を支配する

遺伝子が残存しているためと推測される。自殖性の

ダッタンソバは品種間で差があるものの，普通ソバ

と同程度の収量性を示し，また播種から収穫までの

期間も同程度である 7）ことから，「そば中間母本農 1

号」を用いて普通ソバの多様な品種と交配選抜を実

施することにより，生育の改良が期待できる。すな

わち，現段階で自殖弱勢を理由に自殖性品種の育成

が不可能であるとは断定できない。製麺関連形質に

ついては，自殖性ソバは特徴的形質を抽出すること

は可能であるとの報告 8）があることから，品質に関係

する形質の改良が可能と考えられる。しかしながら，

自殖性の実用品種を育成するためには，生育を旺盛

にする改良と，結実率（結実数／開花数）を高める

改良が必要である。
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